
　
総
合
診
療
医
と
は
患
者
の
心
と
身
体
両
面
か

ら
治
療
を
行
お
う
と
す
る
専
門
医
で
す
。

　
総
合
診
療
医
は
、幅
広
い
専
門
性
を
活
か
し

「
地
域
を
診
る
医
師
」と
し
て
病
気
を
治
す
こ
と

に
加
え
、地
域
の
健
康
を
守
る
こ
と
も
期
待
さ

れ
る
専
門
医
で
す
。

　
超
高
齢
社
会
を
迎
え
複
数
の
疾
患
を
抱
え
た

患
者
や
医
師
不
足
の
中
で
地
域
医
療
へ
の
対
応

が
求
め
ら
れ
て
お
り
、今
後
、総
合
診
療
医
の
必

要
性
が
高
ま
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

健
康
長
寿
日
本
一
を

目
指
し
て

　

県
で
は「
健
康
長
寿

や
ま
が
た
」を
実
現

す
る
た
め
平
成
28

年
度
さ
ま
ざ
ま
な

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

予
定
し
て
い
ま

す
。（
左
下
図
参
照
）

　「
健
康
寿
命
」を

延
ば
す
こ
と
、す
な
わ

ち
高
齢
に
な
っ
て
も
医
療

や
介
護
の
世
話
に
な
る
こ
と
を

で
き
る
だ
け
遅
ら
せ
る
た
め
に
は
、元
気
な
う

ち
か
ら
健
康
増
進
に
取
り
組
ん
だ
り
、介
護
予

防
に
取
り
組
ん
だ
り
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、病
気
や
け
が
等
で
介
護
状
態
に
な
っ

た
と
し
て
も
、効
果
的
な
リ
ハ
ビ
リ
を
受
け
る

こ
と
で
自
立
し
た
生
活
を
可
能
に
す
る
こ
と

も
重
要
で
す
。

　
高
齢
化
が
進
む
中
で
、健
康
寿
命
を
延
ば
す

こ
と
は
介
護
保
険
料
や
医
療
費
を
抑
制
す
る

こ
と
に
つ
な
が
り
、こ
れ
は
高
齢
者
だ
け
で
な

く
若
い
世
代
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
。

県立新庄病院の

建て替え

機能強化

県立新庄病院の機能強化、建て替えの早期実現を！
以前より提唱してきた「総合診療医」の育成へ

向けて具体的に動き出しました！
（H27.7/24地域議員協議会で質問）（H27.12/11予算特別委員会で質問）

高齢になっても住み慣れた地域で
　　　安心して暮らし続けるために

人材
確保

医療・福祉
の連携

介護予防

健康長寿
日本一

小児
医療

総合
診療医
育成

がん
緩和ケア 救急

対応

総合診療医に
求められるもの

１.	コミュニケーションを大切
にした人間中心の医療

２.	包括的に対応
３.	地域、チームと連携
４.	地域のニーズに合った医
師の育成

５.	公益に資する職業規範
６.	外来、救急、病棟、在宅な
ど多様な場面に対応

平
成
28
年
度
は
、改
築
に
向
け
た

「
基
本
構
想
」を
策
定
し
ま
す
。

人口10万人あたりの看護師数

県平均 897.9人
新庄最上地域730．1人

　看護師養成所を卒業後、県内に就職するのは6割程度。新庄最上地域では、
看護師を志望し進学する学生が横ばい30から40名。新庄最上地域への新卒
就職者３名前後（新庄病院は除く）と少ない。

●看護師を志望する小中高生の増加と地元定着に向けた取り組み
　→学習会・講演会等の開催に加え、卒業後も継続して情
報提供を行う。
●Uターン、Iターンの促進
　→ナースバンクを設置し雇用のマッチングを図る。
●看護師確保推進ネットワークの構築
　→最上地域看護師確保協議会が設立。3/2に設立総会
が開催。医療機関、福祉施設、行政などで構成。看護師
確保だけでなく教育・研修も実施。

（H27.7/24地域議員協議会で質問）　

健康長寿日本一プロジェクト

県内で
は最も

低い！

看護師
確保

対策

健康寿命をのばすには！

+
発病予防

介護予防

重症化
予防

病気になっても
治療やリハビリで状態改善

病気を
未然に防ぐ

元気なうちから

（山形新聞H28.2/6）

山
形
健
康
づ
く
り
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
創
設

公
民
館
や
空
き
店
舗
、集
客
施
設
等

を
活
用
し
体
操
等
に
取
り
組
ん
で
も

ら
う
場
所
づ
く
り

山
形
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業

健
康
づ
く
り
の
取
り
組
み
に
応
じ
て

ポ
イ
ン
ト
を
獲
得
、協
力
店
等
で
特

典
が
受
け
ら
れ
る
活
動

減
塩
食
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

米
沢
栄
養
大
と
の
連
携

受
動
喫
煙
防
止

や
ま
が
た
健
康
づ
く
り
大
賞

健
康
づ
く
り
に
積
極
的
な
企
業
を

顕
彰や

ま
が
た
健
康
づ
く
り
フ
ェ
ア
開
催

（山形新聞H27.12/18）

　新しい新庄病院の機能強化の一つとして「総合診療医」の必要性を提唱
してまいりましたが、このほど国の補助事業の採択を受け新庄病院が総合
診療医育成基幹施設となりました。
　高齢化が県内で最も進んでいる新庄最上地域では、医師不足等により
在宅診療や自宅での看取りといったニーズに十分に対応できておりませ
ん。私は、新庄病院で総合診療医を育成することで、その医師の方々が地
域の開業医の先生と連携し地域に出向き在宅診療や介護・福祉等に積極
的に関わるシステムを構築したいと考えています。
　総合診療医は医学生の志望第3位の専門科となっています（1位は内
科、2位は小児科）。医師不足の新庄最上地域において若い医師が総合診
療医を目指すことは、長期的に医師不足を解消する一助ともなると考えら
れます。
　新庄病院の建て替えだけでなく地域医療・福祉を見据えた病院の機能
強化を実現し、安心して暮らせる地域を目指します。

将来に渡って維持・継続できる医療体制を

（山形新聞H27.12/12）


